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むつの くに ひとり 

むかし 陸 奥 国に、 一人の りょうしが ありました。 

まいにち いぬ つ はい いのしし しか お だ 

毎日 犬 を 連れて 山の 中に 入って、 猪 や 鹿 を 追い出し 

いぬ とき かわ 

て は、 犬に かませて 捕って 来て、 その 皮をはいだり、 

にく *| う あさばん く た 

肉 を 切って 売ったり して、 朝晩の 暮らし を 立てて いま 

した。 

いぬ つ 

ある 日り ようし はい つもの ように 犬 を 連れて 山に 行 

えもの いっこう 

きました が、 どういう もの か、 その 日 は 獲物が 一 向に 

ありません。 そこで 心 を いらだた せながら、 ついう 

えもの さが おく おく 

かう か、 獲物 を 探して いくうち に、 だんだん 奥へ、 奥 



かの 犬た ち も 目を覚まさせられて、 いっしょにわん わ 

えもの まわ 

ん ほえながら、 これ もや はり 獲物 を かぎ 回って いまし 

たが、 何も 見つからな いので、 すごすご、 しつ ぼ を 振つ 

き 

て もど つ て 来ました。 

いぬ きちが 

その 中で も、 さっきの 犬 は、 あいかわらず 気違いの 

ように ほえ 回って、 主人の すそ を 引っ張る やら、 背中 

に 飛びつ くやら、 たいそう らんぼうに なって、 しまい 

いま おも しゅじん 

に は 今にも かみつく かと 思うよう に、 はげしく 主人に 

よ 1 つす 

ほえ かかりました。 だんだん、 その 様子が おそろしく 

きみ わる かたな 

なる ので、 りょうし も 気味が 悪くな りました。 刀 を 

ぬ いぬ くる まわ 

抜いて おどし ますと、 犬 はなおな おはげし く 狂い回つ 
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